
 
パート２ 

Class   Name（                ）                   てん 

１．英語の名詞で数えられるものには your（あなたの～）とか my（わたしの～）とか our（わたしたちの～）とか、だれのものだかわからなく、不特定に（単にひ

とつの～）a とか an が普通一緒につきます。もしそうでなければ the（その～）をつけたり、名詞の最後にｓをつけて複数をあらわしたりします。 

 では、an をつけるときはどういうときでしょう、それは名詞の最初がアイウエオの音ではじまる場合です。 

 

 下のそれぞれの名詞に a がつけば a、an がつけば an、何もつけないときは×を(  )内に書きなさい。 

 ① cat (     )    ② tennis（   ）  ③ baseball（   ）  ④ my boat（   ）  ⑤ your pen（   ）  ⑥ our classroom（   ）   

 ⑦ soccer（   ） ⑧ flute（   ）  ⑨ egg（   ）  ⑩ your change （   ） ⑪ park（   ）   ⑫ apple（   ）   

⑬ big school（   ）  ⑭ hospital（   ）  ⑮ Emi（   ）              ４点×１５問 

２．This  is ～. （これは～です）とかThat is ～.（あれは～です）とか、そういった文を質問の文の形にすると isとThisやThatが逆にひっくりかえって、

Is this ～ ？とか Is that ～ ？とかになります。答え方は this のときでも that のときでも、Yes なら Yes, it is.（はい、そうです） No なら No, it’s 

not.（いいえ、ちがいます）です。 このときの it は this や that と同じものをさして言っているわけですが、いちいち日本語にはしません。 下のそれぞれの

英文を質問の文（疑問文）に書きかえなさい。そして、（  ）内の答え方で答えなさい。 

  ①  That is a park. (No で答えてから、hospital だよと教えてあげる)  10 点 

   

 

 

 

３．基本的に日本語の順番と英語の順番はちがいます！ たとえば 「私は エミ です」 だと、英語では「私は です エミ」 と並びます。 

  I    am  Emi.       He  is   Mark.     となっています。 

  私は です  エミ。      彼は です マーク。     英語では 「～です」にあたる英語 is am are は動詞で、特に be 動詞と言います 

  ◎このことは他の動詞（動作を表す英語、つまり「～する、る」と日本語になるもの）でも同じで、日本語との順番に気をつけなければなりません。 
  たとえば、「私は テニス（を） する」だと、英語では「私は する テニス（を）」と並びますし、「私は 音楽（が） 好き」だと「私は 好き 音楽（が）」となりま

す。   

   I    play  tennis.           I   like  music. 

   私は  する  テニス（を）。        私は 好き  音楽（が）。      「～する」とか「～好き」とかは英語では動詞です 

    まとめると、英語では「主語 動詞」という順番で並んでいるのです！ では、下の英語を例にならって順番どおりに並びかえましょう！ 

①  like  I  basketball .                       ②  I   the   play   guitar . 

   

 

 

③  I   music   like    ,   too   . 

   

 

 

 


